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新潟県内の職場における熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務上疾病者の数（以下「死傷者数」とい

う。）は、令和７年において 39人となり、そのうち2名の方が亡くなられました。 

過去 10年間で見ると死傷者数は 2番目に多く、死亡者数はワーストタイとなっています。 

過去 5年間の熱中症による労働災害件数を月別に分類すると、７、８月の増加が顕著であり、この 2カ月

で全体の 81％を占める結果となっています。 

過去 5年間の年齢別の熱中症による死傷者数をみると、全体の約半数が 50歳以上となっています。 

また、時間帯別の熱中症の死傷者数をみると、16時台が最も多くなっています。 

17・18時台の発生の中には、日中の作業後に体調が悪化して病院に搬送される事例も認められます。  
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過去 5 年間の業種別の熱中症による死傷者数をみると、最も多いのが建設業であり、次いで製造業で多く

発生しています。また、死亡災害は商業と農林業においてそれぞれ 1件ずつ発生しています。 
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STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

重点事項 □ 暑さ指数（WBGT 値）の把握とその値に応じた熱中症予防対策を適切に実施すること 

□ 「早期発見のための体制整備」「重篤化を防止するための措置の実施手順作成」「関係作業者 

への周知」を行うこと 

□  糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有する者に対して医

師等の意見を踏まえた配慮を行うこと 


